出 向 規 定

第1条（目的）

　この規定は、出向社員（以下「出向者」という）の身分および労働条件を明確にすることを目的とする。

第2条（出向の定義）

　この規定で「出向」とは、社員が在籍のまま、社命によって一定期間他社（以下「出向先」という）の業務に従事するため転出することをいう。

第3条（出向者の心構え）

　出向者は会社の名誉を重んじ、その信頼と期待に応えるよう努力するとともに、出向先の規則を遵守し、業務に奨励しなければならない。

第4条（出向の人事発令）

　会社は社員を出向させる場合、出向先における労働条件、担当する業務、出向期間、その他特に必要と認められる事項を明示して、人事発令をするものとする。

２．出向の内示を受けた社員は、正当な理由なく、これを拒むことはできない。

第5条（出向者の身分および処遇）

　出向中の社員の所属は人事部付とし、出向期間中は賃金、賞与、昇格、昇給、勤続年数、年次有給休暇、退職金等の取り扱いに関し、不利益を受けることはない。

第6条（出向期間）

　出向期間は2年間とする。ただし、会社または出向先の業務の都合により、出向期間を伸縮することがある。

２．前項にもとづき出向期間を延長する場合は、当該社員の意向を斟酌し、決定する。

第7条（出向先の就業規則の適用）

　出向者はその出向期間中、給与、賞与、退職および休職、懲戒（譴責を除く）ならびに福利厚生に関する規定を除き、出向先の就業規則、その他定められた諸規定にしたがうものとする。

第8条（出向者の給与および賞与）

　会社は出向者に対し、出向先から提出される業務実績にもとづき、給与および賞与を支給する。

第9条（人事考課）

　出向者の賞与、昇給および昇格についての人事考課は、会社が実施する定時期に出向先から勤務成績に関する人事考課の提出を受け、会社基準にもとづき会社が決定する。

第10条（出向者の定年）

　出向者が出向期間中に定年に達したときは、会社就業規則の定めるところにより、定年退職とする。

第11条（勤続年数の通算）

　出向期間は勤続年数に通算する。

第12条（会社復帰および復帰時の取り扱い）

　出向者が次の各号の一に該当するときは出向を解き、復帰を命ずるものとする。

　（１）出向期間満了のとき

　（２）出向先より要請のあったとき

　（３）会社が特に必要と認めたとき

　（４）休職事由が発生したとき

　（５）懲戒処分（譴責を除く）に該当する行為のあったとき

２．前項の場合、出向先における勤務成績、および会社の同位者の社内的地位を勘案して職場を決定する。ただし、前項（５）号に該当する場合はこの限りではない。

第13条（異動の届け出）

　出向者は、次の各号の一に異動を生じた場合は速やかに会社に届け出なければならない。

　（１）本籍地および現住所

　（２）姓名

　（３）家族

　（４）会社の業務に関する資格、免許

　（５）出向先における所属および役職

第14条（疑義事項の処理）

　この規定に定めのない事項、あるいは疑義が生じた場合、会社は出向者との協議により処理する。

第15条（年契約社員の取り扱い）

　年契約社員の出向に関しても、本規定を準用する。

（平成○○年○○月○○日制定）

第16条（施行）

　この規定は、平成○○年○○月○○日より施行する。

